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７．『宮古島インバウンド受入民間協議会』の取組み 

 

実施テーマ miyakojiMANIA ～Deep Experience 

地域名 宮古島 

 

（１）対象商品とその特徴 

１）対象商品 

 

～島人(しまひと)が提案する五感で感じる、ちょっと Deep な宮古島の旅～ 

 

【特徴】３つの拠点を軸とする旅の提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮古島ひとときさんぽ

【体験】
島の暮らしに根ざした
体験交流プログラム

かたあきの里

【一棟貸し宿泊施設】
伝統的琉球赤瓦民家の
一棟貸し宿泊施設

ｳｴﾃﾞｨﾝｸﾞ&ﾒﾓﾘｱﾙﾌｫﾄ

【撮影サービス】
ウエディング・メモリアル
フォト撮影サービス

㈱プラネット・フォー (株)プロザウス㈱かたあき
宮古島ウエディング＆
プロデュース㈱

ﾊﾟｰﾗｰRED DRAGON

【飲食・特産品】
島の食材を使った
ガーリックシュリンプソース

みやこ下地島空港 
（プラネット・フォー 
ツアーカウンター） 
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２）コンセプト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動報告 

１）出展活動 

①ツーリズム EXPO ジャパン 旅の祭典 in 沖縄への出展 

短期的な展望として国内の高感度旅行、中期的にはインバウンドに対し、みやこじまにあ

事業(主に旅行商品)の商談を行うために、10 月 30 日～11 月１日で沖縄コンベンションセン

ターにて開催されたツーリズム EXPO ジャパンに参加した。また、一般来場者への新たな「宮

古島旅」のアピールし、ガーリックシュリンプ等の特産品や EC サイトの紹介を行う。 

 

成果と気付き 

・商談会では大手中堅旅行関連会社 14 社と話し、みやこじまにあのコンセプトと商品につい

て理解していただくことができた。 

・特にそのうち 4 社とは、コロナによる渡航制限が緩やかになった後、取引が始まる見込み

が立った。 

・気付きとしては、①これまで定期的に海外旅行に出ていた層が国内で目的地を探している

こと、②そのニーズがみやこじまにあのコンセプトと合致すること。 

 

  

島人(しまひと)が提案する 
五感で感じる、ちょっと Deep な宮古島の旅 

〇ターゲット＝旅慣れたインバウンドＦＩＴ（香港、台湾）を意識しつつ、 
 国内も含めた“質の高い旅”を求める層 
 〇みやこ下地島空港を起点とする、宮古島でしか味わうことができない 
  ちょっぴり Deep・五感で味わう宮古島の時間の提供 
〇島人(しまひと)が提案する多様なオプションの組合わせによる、 
 オンリーワンな旅行商品 
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＜展示及び商談の様子＞                ＜製作したポスター＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜製作したパンフレット＞ 
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２）ブランディング・情報発信 

①Web リニューアル 

１年目の Web はインバウンド向けに製作したが、今年度はコロナ禍で短期的ターゲット層

の見直しが必要であったことから、新たなマーケットとして国内高感度旅行者に設定し、国

内客向けのわかりやすさや親しみやすさを表現に変更した。 

EC サイト、コミュニティ事業との連携の中心となる情報発信ツールとして、協議会の強み

である 3 つの拠点を活かした、よりメリハリの利いた情報発信を行う。 

 

成果と気付き 

・イラストやテーマカラー（ターコイズブルーとマンゴーオレンジ）イメージカラーと設定

したことで、明るくわかりやすい表現にバージョンアップすることができた。 

・昨年度制作した画像や動画もフルに活用し、今年度成果で協議会の強みである３つの拠点

を活かした動画も効果的に発信することができた。 

・ コミュニティのコンテンツ(オンラインツアー、徳子のいいこといっぱい、千代ちゃんの料

理教室 等)の公開の場として情報を厚くすることができた。（「島からのお知らせ」）。 

・ EC サイト、コミュニティへの誘導（バナー貼り付け、記事での紹介）など、コアなファン

への情報発信ツールとして、特にスマホでも見やすい Web に改定できた。 

・将来のインバウンドマーケットを睨み、多言語化も継続。 
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＜リニューアルした HP＞ 
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②プロモーション動画 

協議会の強みである「３つの拠点」を軸に過ごす島時間を、より具体的にイメージできる

動画を作成し、Web 等での動画の発信を通じて、「みやこじまにあ」が提案する島旅を広報す

る。 

 

成果と気付き 

・そらの拠点では、空港を拠点に自転車で周ることができる伊良部・下地の見どころ紹介

し、空港での時間の過ごし方など、具体的に表現をすることができた。 

・まちなか拠点では、HAPILANI ショップの様子、打合せ・衣装合わせの様子、前浜でのメモ

リアルフォト、アフターフォトの島唄居酒屋での振り返りなど、効果的に旅のワンシーン

を表現することができた。 

・みどりの拠点では、ネイチャーツアーの様子を中心に、宿泊施設からツアーに出かけるシ

ーンや、ランチをパーラーでとる様子など、メンバー事業の連携の様子を表現することが

できた。 

・３分動画と 60 秒動画の２種類の撮影により、商談でも使えるバージョンと、スマホや Web

でキャッチ―に興味を引くバージョンの両方を制作することができた。 

 

＜製作した動画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜そらの拠点  ３分／６０秒＞ 

＜まちなか拠点  ３分／６０秒＞ 

＜みどりの拠点  ３分／６０秒＞ 
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③EC サイト構築、ブランディング 

コロナ禍で人の移動が制限される中、Onlineショップでモノを売る仕組みを構築し、メン

バーのオリジナル商品（ガーリックシュリンプ、かたあきの里ハチミツ、ひとときさんぽチ

ケット等）の販売チャンネルを創出する。まちなか拠点 HAPPY LANI MIYAKOの EC サイトとし

て、メンバー各社との相乗効果を上げ、売上増大を図る。 

 

成果と気付き 

・EC サイト立上げ後、コミュニティメンバーからの注文のみならず、キーワード検索からと

思われる一般客からの注文がすぐに入った。効果的な情報発信により、売上増に貢献する

可能性を強く感じた。 

・みやこじまにあが提供する EC サイトであることをアピール · するためのブランドロゴや、

Island Mall@miyakojima オリジナル包材を活用し、Web との連動、コミュニティ事業との

相乗効果（pay activity）への誘導、リピーター化を図ることで、事業体全体の販売力強

化に繋げていくことが可能であることを実証することができた。 

 

＜新たに製作したロゴ＞        ＜EC サイトのトップページ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④オンラインコミュニティ 

コロナ禍で自由に旅行で来ることができない宮古島の刻々と変化する情報を発信しつつ、

宮古島が大好きな旅行者＆島人のオンラインコミュニティを立ち上げ、旅前・旅後の宮古島

ファンとの繋がりの仕組みを構築する。 

 

成果と気付き 

・オンラインコミュニティの運営のポイントを、コンサルタントの方からのハンズオン支援

と情報受発信の実践からノウハウを体得することができた。 

・参加者 15 名とはいえ、求心力のあるコミュニティが形成され、楽しい運営が実現できてい
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る。 

・コミュニティメンバーが中心となり、EC サイトの購買、旅行商品の利用など事業に波及す

るポテンシャルが大きい。 

 

〈主なコンテンツ〉 

〇徳子の Online「いいこといっぱい！」 

→メンバー限定の島の名物人物へのインタビュー番組。 

〇Online「ひとときさんぽ」 

→カメラを持って島の名所をオンライン配信。 

〇島の話題・気分情報配信 

→コロナ禍の島の空気、観光の状況などをリアルタイムに配信 

〇Online モヤイ（1～2 か月に 1 回） 

→ZOOM を使った Online情報交換会 

※今後 EC を活用したペイアクティビティ（特別通販）や、AFTER コロナの企画旅行商品

への誘導を図っていく 

 

＜オンラインコミュニティのトップページ＞ 
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３）講師招聘 

①オンラインワークショップ 

１年目にインバウンドマーケットと、その立場から本事業に効果的な助言をいただいた

Matt Shum氏とオンラインで情報交換・議論し、コロナ禍における国別（香港、台湾、中国

他）旅行マーケットトレンドを把握する。また、みやこじまにあ事業の AFTERコロナの事業

可能性、ポテンシャルが高い領域について助言を受ける。 

 

成果と気付き 

・香港に関しては、みやこ下地島空港への香港エクスプレスの再就航は難しいかもしれな

い。また国情の変化により旅行マーケットの変化が懸念されたので質問したが、「香港は都

市国家であり、ストレスが高い状況の中、日本・沖縄、特に宮古島のような“密”でなく

美しいリゾートに行きたいというニーズは変わらない」ということが確認できた。 

・みやこじまにあの特徴である「ちょっと Deep な旅」は、国内と似たニーズがある台湾に向

いていることを確認した。 

・「(コロナ後の)あなたの最初の旅は“宮古島へ”」をキャッチフレーズに、宮古島、みやこ

じまにあ事業の強みを生かした情報発信を行うべきだというアドバイスが象徴的であっ

た。 

 

＜オンラインワークショップの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


